
データサイエンス（統計）



統計教育の充実

社会生活などの様々な場面において，必要なデータを収

集して分析し，その傾向を踏まえて課題を解決したり意

思決定をしたりすることが求められており，そのような

能力を育成するため，高等学校情報科等との関連も図り

つつ，小・中・高等学校教育を通じて統計的な内容等の

改善について検討していくことが必要である。

（中央教育審議会答申，2016）



小学校

1 絵や図を用いた数量の表現

2 簡単な表やグラフ

3 表と棒グラフ
データの分類整理と表／棒グラフの特徴と用い方

4 データの分類整理
二つの観点から分類する方法／折れ線グラフの特徴と用い方

5 円グラフや帯グラフ
円グラフや帯グラフの特徴と用い方／統計的な問題解決の方法

6 データの考察
代表値の意味や求め方（←中１）／度数分布を表す表やグラフの特徴と用い
方／目的に応じた統計的な問題解決の方法

中学校

1 データの分布の傾向
多数の観察や多数回の試行によって得られる確率

2 データの分布の比較
・四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味（追加）
・箱ひげ図で表すこと（追加）

3 標本調査
・標本調査の必要性と意味
・標本を取り出し整理すること

数学Ⅰ

数学B
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高等学校数学科や情報科の教員を主たる対象とし，中学校数学科
の教員や総合的な探究の時間の指導も視野に入れ，

記述統計から推測統計，多変量データの扱いの基礎までを，アプ
リケーションやシミュレーション等を活用しながら学習できるよ
うにしました。





数 学 統計学

教科「数学」


